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毛管移動による地中給水施肥栽培の研究

山東菜の肥料試験

友寄長重

（琉大農学科）

Tomoyose，Choju：StudiesonWaterandFertilizerSupplyby

CapillaryMovement，FertilizerTestonChineseCabbage

発してきたが，ここに山東菜に対する肥料試験の結果を

報告する．

Ｉ実験１

Ａ材料および方法

第１図に示されているＭ'のベッドを琉大農学ピル中

庭の石だらけの固い地面に設置した．貯水管の両端にエ

ルポーをつけ，両エルポーの内側間がＭ２になるように

した．１０“間隔に穴をあけ，導水管（内径13脚"，長き１１

CHI'）を９本さしこんだ．導水管の下端には砂がもれない

ようにウレタン（人工スポンジ）をつめ，ふるい目1.1

Ｉ緒盲

福島゜岸本は地上潅水による砂栽培について広汎な研

究をしてきた．砂栽培の有利な点として次のことを強調

される．(1)空気の透通がよく，根詳の発育がよいので義

水分の吸収利用率が高い．(2)黒みがかった細砂を用いれ

ば微量要素は砂から逐次供給できる勺(3)集約度を増し，

高度の輪栽ができる．(4)潅水を兼ねて施肥できるから労

力が著しく節減できる．(5)有機物がまったく不要であ

る．

筆者は1966年に第１図に示されているような毛細管現

象による地中自動給水施肥のできるベッドを考案し，開
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2MｶFのプラスチックスクリーンを通してよく水洗いした細

砂をつめた．「踏み固めた土壌」は第三紀珊瑚石灰岩土

壌（島尻マージ）を入れて踏み固めたものである．踏み

固めた理由は地下水の上昇をよくし，蒸発量を減らして

貯水管中の水の消費を減らすのにある．踏み固めた土の

上に２ｃＭｌｌにしきつめ，その上にベッドの中央，貯水管

上に砂を厚き巾25“，長さＭ２のポリシーツを敷いた

その上に厚さ３ｃＭｌｌの砂をおき，計５噸の培地とした

各ベッドの中央，貯水管上に１条作り，それから20CMI，

間隔にベヅトの両側に２条づつ，計５条作り，各条に丸

葉山東菜１９ずつ1968年11月29日に播種した．これらの

条は西側から第１，２，３，４，５条とした．肥料は住

友液肥２号（１０－５－８）をＡ，Ｂ，ＱＤベッドそれ

ぞれ２５，３０，３５，４０ccづっ週１回貯水管の中に入れた．

水は貯水管の容量８′入れ，蒸発散によりなくなった時

再びＷ入れた．２日ないし３日に１回入れた．

Ｂ実験結果

１２月20日に各条ごとに総生態童と適宜に生育したもの

から無作為に５本づっ抽出して地上部重，地下部重を測

定した．結果は第１および２表に示した．

生育はＤベッドが最もよく，Ｃ，Ｂ，Ａの順であった

肥料の量が多いベッドほどよかった．条ごとに比べると

第２条が最もよく，４，５，１，３の順であった．Ｔ/Ｒ

率はＤベッドが最も高く，他のベッドより有意な差があ

った．条ごとに比べると第２，４条が最も高く，第１，

５条がこれに次ぎ，第３条が最も小さかった．

第１表各ベッド，各条の山東菜の生態童

第２裏山東菜各条５本の地上，地下部重

ベッド｜条｜地上部重｜地下部重｜Ｔ／Ｒ率
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註肥料は週１回Ａベッド25cc，B30cc，C53cc，Ｄ４０

ｃＣｌｌ月29日播種，１２月１３日測定．
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ｍ・実一験Ｈ

前述のベッドのポリシーツを取り除き，２つのベッド

を使用して，前回と同様各ベッドに５条を作り，丸葉山

東菜１９播種した．それより前に導水管中の細砂はガラ

ス粉に替えてあった．沖縄の砂は石灰岩質であるため，

導水管中では１年間位で固結して水が上昇しなくなる．

ガラス粉は空ピンを粉砕機にかけたものである．播種は

２月１７日に行なった．ベッドの一つには住友液肥１号（

１５－６－６），他の一つには住友液肥２号を週１回35ｃｃ

づっ供給した．水は前回と同様ほとんどなくなった時に

入れた．

各ベッドとも第２条と第４条の生育が最もよかった．

第３条は発芽数少なく，生育も悪かった．３月30日に第

２条から生育のよい６の10株選んで葉重，根重を測定し

た．結果は第３条に示した．

い、実用的にはセメントブロックは必要とせず,施設費

も安く，耐久力もあると思われる．規模の大小を問わ

ず，どのような空地にも設置できる．このベッドでは果

菜類の栽培に適しているが，培地の下の土も耕やせば根

菜類も栽培できる．導水管に内径17繩のパイプを使え

ば，間隔は20ｃＨｌｌでよい．水と液肥が継続的に供給できれ

ば貯水管はもっと細いのでよい．

Ｖ・要約

第１図に示されているベッドを用いて丸葉山東茶の肥

料試験を行なった.第１回は住友液肥２号（１０－５－８

）を用いて施肥量の試験を行なったヶ第２回は住友液肥

１号（１５－６－６）と２号を用いて試験を行なった．第

１回では週１回40ｃｃを貯水管の中に入れた区が最もよか

った。施肥量が少ないほど生育は劣っていた．第２回で

は液肥１号を用いた区が優っていた。今後1号を使って

施肥量試験をする必要がある．

この地中給水施肥栽培では貯水管をはさんで２条植が

最もよい．果菜類の栽培に適しているが，培地の下も耕

やせば根菜類も栽培できる．この栽培法では培地中の空

気と水の量が適度に保たれるため，植物の生育が極めて

よく，潅水，施肥，除草，中耕，耕転，整地等諸作業の

労力が著しく節減され，施設費，運営費も安く，耐久力

もあると思われる．

第３表各ベッド第２条の10本平均山東菜の測定

ぺ,ビ|地上部重|地下部重|T/R率|蝋

纈m茎:判１１に:評
註液肥は週１回35cc，２月１７日播種，３月30日測定
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この給水施肥法では貯水管をはさんで２条値が最も適

している．実験Ｉでは肥料の量が多ければ多い程生育は

よかった．実験Iでは住友液肥１号が２号よりよかっ

た．さらに１号を使って施肥量試験をする必要がある．

消費水量が多いが，ベッドの構造を改善して水の節約を

図るべきである．

この栽培法では潅水，施肥，除草，整地の労力が著し

く節減され，中耕を必要とせず，諸作業も容易である．

作物の生育早く，他の自動潅水法に比べて運営費も安


